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▼
幼
い
頃
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で

楽
し
み
に
し
て
い
た
事
の
一
つ

に
、
お
墓
参
り
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
か
ら
家
族
揃
っ
て
車
で
、
ま

ず
は
広
島
な
ら
で
は
の
カ
ラ
フ

ル
な
盆
灯
篭
を
買
い
に
行
き
、

父
方
、
母
方
の
お
墓
、
他
に
も

親
戚
の
お
墓
参
り
。
誰
の
か
分

か
ら
な
い
お
墓
も
あ
り
ま
し

た
。
親
戚
の
家
へ
行
く
と
、
従

姉
妹
に
久
し
ぶ
り
に
会
え
る
嬉

し
さ
や
、
母
が
話
し
込
ん
で
し

ま
い
「
早
く
帰
り
た
い
な
ぁ
」

と
思
う
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
頂
く
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー

ス
、
移
動
の
途
中
で
お
昼
ご
飯

に
外
食
を
す
る
の
が
楽
し
み
で

し
た
。
▼
近
年
、
核
家
族
化
も

進
み
、
お
墓
を
守
る
人
が
い
な

く
な
り
「
墓
じ
ま
い
」
を
す
る

人
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
今
は
、
遺
骨
を
粉
末
化
し

野
山
や
海
に
撒
く
散
骨
、
室
内

型
の
納
骨
堂
や
お
寺
に
永
代
供

養
す
る
形
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

▼
時
代
の
流
れ
で
供
養
の
仕
方

も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

ご
先
祖
様
に
感
謝
す
る
気
持
ち

は
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 

（
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２０２２年６・７・８月合併号 

第４３６号  

８月３１日  

発行所  

老 人 福 祉 施 設 

く す の 木 苑  

発行責任者   八木  利彦  

広島市西区福島町二丁目３３－３０ 

電話（ 082）２９１－２７３４ 

Eメール： kusunoki02@gaea.ocn.ne.jp 

HPｱﾄ゙ ﾚｽ：http://www.kusunokien.or.jp/ 

１９８３年（昭和５８年）９月１５日創刊 

・特別養護老人ホーム（８０床） 

・ショートステイ（８床） 

・通所介護（デイサービス） 

・訪問介護（介護ヘルパー） 

・施 設 入 浴 

・居宅介護支援事業所  

事 業 内 容 

 

 

特製のつゆでいただく 

 おいし～い そうめんを召し上がれ！ 

そうめんバイキング 

巻きずしといなりずし、そうめんとよく

合います！  

好みに合わせ食材を選んでもらいます  

６
月

18
日
、
毎
年
恒
例
の
そ
う

め
ん
バ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

い
つ
も
利
用
者
さ
ん
と
職
員

の
為
に
１
階
で
食
事
を
作
っ
て

く
れ
る
厨
房
の
職
員
さ
ん
達
が
、

こ
の
日
は
２
階
３
階
の
ホ
ー
ル

に
来
て
く
れ
、
利
用
者
さ
ん
を
笑

顔
で
も
て
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

暑
い
夏
は
い
つ
の
間
に
か
疲

れ
も
溜
ま
り
食
欲
も
落
ち
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
か
き
揚
げ
、
卵
、
味

付
き
椎
茸
、
鶏
肉
、
ナ
ス
等
色
々

な
具
材
を
の
せ
食
べ
る
そ
う
め

ん
の
味
は
格
別
で
す
。
バ
イ
キ
ン

グ
方
式
で
自
分
の
好
き
な
具
材

を
選
べ
る
の
も
魅
力
的
で
す
。
そ

う
め
ん
を
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の

が
難
し
い
利
用
者
さ
ん
に
は
、
刻

ん
だ
り
ミ
キ
サ
ー
に
し
て
そ
う

め
ん
の
味
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま

し
た
。 

皆
さ
ん
は
そ
う
め
ん
を
食
べ

て
ど
ん
な
夏
を
思
い
出
し
ま
し

た
か
？
来
年
の
夏
も
み
ん
な
で

美
味
し
い
そ
う
め
ん
を
食
べ
ま

し
ょ
う
！ 

 
 

 

（
Ｓ
・
Ｍ
） 

 
 

 

 

 

「それでは、いただきます！」 

「そうめんバイキングスタートです！」  

 

 

 

「うわ～ボリューム満点ね！」 ゆっくりとそうめんを堪能されました  
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○ 

德
永
富
美
子
様 

     

令
和
３
年
８
月
に
入
所
さ
れ

た
德
永
富
美
子
様
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

德
永
様
は
、
昭
和
６
年
生
ま
れ

の

91
歳
で
す
。

91
歳
に
は
と
て

も
見
え
な
い
く
ら
い
と
て
も
お

元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 
 

話
す
事
が
お
好
き
で
、
職
員
が

声
を
掛
け
る
と
、
笑
顔
で
お
話

を
し
て
下
さ
り
、
他
の
利
用
者

様
と
も
楽
し
く
談
笑
さ
れ
て
い

ま
す
。 

私
た
ち
職
員
に
は
「
背
が
高

い
か
ら
素
敵
よ
」「
色
が
白
い
わ

ね
」「
優
し
い
わ
ね
」
等
、
嬉
し

く
な
る
よ
う
な
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
り
、
い
つ
も
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
、
く
す

の
木
苑
で
の
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
き
、
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で

過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 

（
Ｔ
・
Ｓ
） 

 
 

 

 

７
月
２
日
に
七
夕
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
の
為
各
階
で
行
い
ま
し
た
。
皆

さ
ま
笑
顔
で
写
真
に
写
っ
て
い
ま

し
た
。 

そ
も
そ
も
七
夕
の
由
来
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？
七
夕
は
昔
、
中

国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
星
祭
り

で
す
。
彦
星
と
織
姫
と
い
う
男
女

の
星
が
天
の
川
を
挟
ん
で
向
か
い

合
っ
て
い
て
、
こ
の
２
つ
の
星
が

１
年
に
１
度
７
月
７
日
だ
け
に
会

え
る
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、
祭

り
が
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
又
、

 

新
し
い
利
用
者
さ
ん
の
ご
紹
介
で
す 

特
養 

七
夕 

８
月

10
日
（
水
）
二
階
ホ
ー
ル
で

妙
蓮
寺
の
僧
侶
を
お
招
き
し
て
盆
法

要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
講
和
の
中
で

は
、
お
盆
の
由
来
や
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
と
唱
え
る
事
で
、
仏
様
や
ご
先

祖
様
に
お
守
り
頂
い
て
い
る
こ
と
へ

の
感
謝
の
大
切
さ
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｏ
・
Ｓ
） 

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
様

よ
り
花
束
と
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。
毎
年
の
お
心
遣
い
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
現
在
、
訪
問
は
中
止

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
た
訪
問
さ

れ
る
日
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

 
 

 
 

（
Ｏ
・
Ｓ
） 

 

 

感染対策の為、車の中から参拝しました  

盆
法
要 

 

 

織姫と彦星をバックにハイチーズ！  

７
月

29
日
（
金
）
利
用
者
８
人

職
員
４
名
で
平
和
公
園
へ
慰
霊
碑

参
拝
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

２
年
ほ
ど
参
拝
は
中
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
車
か
ら
降
り

ず
に
参
拝
し
よ
う
と
い
う
事
で
、

感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
な
が

ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

参
拝
の
コ
ー
ス
は
平
和
公
園
の

中
で
停
車
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
手

を
合
わ
せ
た
後
、
車
で
外
周
を
ゆ

っ
く
り
廻
る
コ
ー
ス
で
、
原
爆
ド

ー
ム
、
原
爆
の
子
の
像
や
供
養
塔

な
ど
巡
り
ま
し
た
。 

利
用
者
さ
ん
の
中
に
は
、「
や
っ

ぱ
り
参
拝
せ
ん
と
、
気
持
ち
が
落

 

くすの木苑の職員会議・研修（５月） 
 

＜会議＞ 

○   ６日 特養管理会議 

○   ９日 在宅管理会議 

○  １９日 医療学習会 

 テーマ：「褥瘡予防、体交他・尿路感染」 

○その他 各部署会議、委員会、小グループ会議

が開かれました。 

 

＜研修＞ 

○  １０・２６・３１日 老施連役員会                        

               施設長が参加 

○  １２日 老施連役員会（Zoom）施設長が参加 

○ ２６日 ケアマネ勉強会（Zoom） 

                          ケアマネ１名が参加 

 

慰
霊
碑
参
拝 

ち
着
か
ん
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し
た

が
、
念
願
の
参
拝
が
で
き
て
、
や

っ
と
肩
の
荷
が
下
り
た
、
今
年
の

参
拝
で
し
た
。 

 
 

（
Ｏ
・
Ｓ
） 

 

 

日
本
生
協
連
様
か
ら
花
束

と
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た 

 
短
冊
の
色
は
青
、
赤
、
黄
、
白
、

紫
と
５
色
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味

が
あ
っ
て
願
い
事
を
分
け
て
書
く

と
願
い
が
叶
う
よ
う
で
す
よ
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
Ｓ
・
Ｔ
） 
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くすの木苑の職員会議・研修（６月） 
 

 

   

７
月
７
日
と
い
え
ば
「
七
夕
」

で
す
ね
。
今
年
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
、
短

冊
に
お
願
い
事
を
書
い
て
頂
き

ま
し
た
。
例
年
の
よ
う
に
、「
家
族

が

健

康

で

い

ら

れ

ま

す

よ

う

に
」
、
「
病
気
や
体
の
痛
み
が
と
れ

ま
す
よ
う
に
」
が
多
か
っ
た
で

す
。
今
年
は
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
る

た
め
か
、
「
世
界
が
平
和
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
願
い
事
が

あ
り
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
願
い
が
た
く
さ
ん

叶
え
ば
い
い
で
す
ね
。 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

七
夕 

 

たなばた飾りも出来ました  

 

 

くすの木苑の職員会議・研修（７月） 
 

＜会議＞ 

○   １日 特養管理会議 

○   ２日 在宅管理会議 

○  １６日 医療学習会 

  テーマ：「身体拘束廃止と個人情報保護とプラ

イバシーの保護」  

○  その他 各部署会議、委員会、小グループ会

議が開かれました。 

 

＜研修＞ 

○１４日 老施連役員会    施設長が参加 

○２９日  21･老福連全体総会  施設長が参加 

 

 

今回は、デイサービスの 1 日の過ごし方

をご紹介します。 

利用者の皆さんが来苑されたら、まず、

はじめに水分補給をして頂きます。その後、

看護職員が体温、血圧を測定し、身体の状

況を確認してから、順次あったかいお風呂に

入って頂きます。 

昼食前後に余暇時間があり、皆さん思い

思いに過ごされています。最近は、フェルト

のつるし飾り作りで、すいかやパフェを上手

に縫われました。他にも、ぬり絵や脳トレプ

リントをされたり、雑誌を読まれたり、テレビ

を観たり、広告でごみ入れを作られたりして

います。 

午後からは、利用者の皆さんで機能訓練

も含めて毎週違う日課を行います。ボール

やおじゃみを投げたり、スティックで野菜を

打ったり、サッカーボールを蹴ったり、風船

を使った色々なゲームがあります。 

皆さんの笑顔や悔しい表情が見られ、と

ても楽しい時間を過ごしています。 

 

事業所紹介 デイサービス 

そ
し
て
、
梅
雨
が
早
く
明
け

長
い
夏
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
体
に
気
を
つ
け
て
暑
い

夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

（
Ｔ
・
Ｍ
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今年も短冊がたくさん並びました  

「願い事が叶いますように」 

＜会議＞ 

○   １日 特養管理会議 

○   ４日 在宅管理会議 

○  ２１日 医療学習会 

テーマ：「食事介助・嚥下の仕組み・口腔

ケア」 

○その他 各部署会議、委員会、小グループ

会議が開かれました。 

 

＜研修＞ 

○   7 日 施設サービス計画研修（Zoom） 

相談員２名が参加 

○２１日  21･老副連リモート会議（Zoom） 

施設長が参加 

 

 

○９月２１日（水）～２７日（火） 

デイサービス誕生日会 

○９月２４日（土）    特養誕生日会 

行 事 予 定 



④ 

 

８ ・ ２ ２ ０ ２ 

        

き 

 

の 

 

す 

 

く 

        

号 ６ ３ ４ 第 

ご寄贈ありがとうございました（5・6・７月） 
 

 

お知らせ 
家族会バザーは感染症対策の観点から

今年も中止といたします。 

皆様から頂きましたバザー品に関しま

しては,次回開催時に持ち越しさせて

頂きます。 

皆様のご理解、ご協力の程、よろしく

お願い申し上げます。 

 
 

６月  

５月  

 

社会福祉法人　くすの木の会　 ２０２２（令和４）年３月末決算表示
事業活動収支計算書
　２０２１（Ｒ３）年４月１日～２０２２（Ｒ４）年３月３１日迄

勘定科目

サービス活動増減収益

施設介護料収益 247,746,338

居宅介護料収益 42,384,376

居宅介護支援介護料収益 4,133,539

利用者等利用料収益 64,922,654

その他の事業収益 887,908

経常経費寄付金収入 623,160

その他の収益 0

サービス活動収益計 360,697,975

サービス活動増減費用

人件費 271,341,757

経費

（事業費） 65,952,707

（事務費） 33,695,269

利用者負担軽減額 1,513,152

減価償却費 17,521,060

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 5,390,765

サービス活動費用計 384,633,180

サービス活動増減差額 △ 23,935,205

前期繰越活動増減差額 395,607,688

当期末繰越活動増減差額 372,468,847

次期繰越活動増減差額 372,468,847

サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

 

            貸借対照表　２０２２（Ｒ４）年３月３１日現在

資産の部
流動資産 223,176,041

現金 165,759,034

未収金 57,337,007

80,000

固定資産 332,841,112

 基本財産 77,914,046

建物 76,914,046

1,000,000

 その他の固定資産 254,927,066

土地 219,124,685

建物 248,809

車両 505,172

器具及び備品 11,190,787

権利 163,598

退職給付引当資産 18,792,100

移行時特別積立預金 4,901,915

資産の部合計 556,017,153

負債の部

流動負債 12,119,287

事業未払金 12,003,648

職員預り金 115,639

0

固定負債 18,792,100

退職給付引当金 18,792,100

長期未払金 0

負債の部の合計 30,911,387

純資産の部

基本金 115,294,000

国庫補助金等特別積立金 32,441,004

その他の積立金 4,901,915

次期繰越活動収支差額 372,468,847

前期繰越活動収支差額 395,607,688

うち当期繰越活動収支差額 △ 23,138,841

純資産の部合計 525,105,766

負債及び純資産の部合計 556,017,153

 

社福法人くすの木の会　２０２１（Ｒ３）年度事業報告（案）

Ⅰ　２０２１・Ｒ３年度決算の概要

　　介護保険事業収益全体は３６，０００万円余。前年実績比９８．４％となった。

　　第８期の介護報酬改定が行われ、基本単位の引上げ、新型コロナウイルス感染症対策費６月

　　間０．１％上乗せがおこなわれた。

　　介護施設の食費基準費用額は、８月から５３円/日の引上げもおこなわれた。

　　訪問介護・生活援助型事業、居宅介護支援事業も例年通り行った。

　　処遇改善加算、特定処遇改善加算は介護報酬収益として計上。したがってその額を含む。

Ⅱ事業活動収支計算書

　１　収益の状況

　1）特養長期入所。

　　特養長期入所の実績は３０，７００万円余、前年比９７．９％の達成となった。

　　基本単位の微増、感染対策費、食費増額、処遇改善加算、特定処遇改善加算などを反映

　　した達成率となった。

　　ベッド稼働率は予算目標数を９５％としたが、実績は８８．６％と大幅に下回った。

　　主要な要因として、長期入所者の入院数が多くなっている。

　　退苑者も３１名（前年２３名）と増加、うち看取り者は１９名（前年９名）でいずれも増加。

　　一昨年からのコロナ禍で、施設クラスターの防止が優先され、新規入所を慎重に行った結果。

　　入所を慎重に行った結果として、ベッドの効率的運用に至らなかった。

　2）　短期入所

　　短期入所（空床、専用床）のベッド稼働、事業収益ともに前年比大幅に上回った。

　　特養同様コロナ感染防止で、受け入れは慎重に行い、年度当初数か月は前年を下回った

　　が、それ以後は前年実績を上回り９０％を超える利用も３月あった。

　　稼働率は７６％（前年比８ポイント増）収益は２，４００万円余、前年比１２０．６％となった。

　　（処遇改善加算、特定処遇改善加算は介護報酬収益として計上。）

　3）　デイサービス

　　デイサービスは利用者を１日平均１０人以上とし予算化、実績は平均９．２人となった。

　　収益は前年比９７．９％となった。平均の１日利用者は前年（９．７人）を下回った。

　　利用者の新規・廃止はあるものの、低い値で推移している状況は変わっていない。

　4）　訪問介護事業

　5）　居宅介護支援事業

　６）　法人事業

　２　費用の状況

　１）　人件費

　　人件費の総額は、２７，１００万余、前年比９２．６％。総収益対人件費比は７５．２％。

　　（前年は７９．９％）となった。

　　求人難を補う手段として派遣職員の受け入れは継続している。ている。

　　処遇改善加算（一部法人負担あり）、特定処遇改善加算、２月３月の処遇補助金（これは年

　　度内は法人建て替え）の配分も含まれるが、人件費率を引き上げる要因となっている。

　２）　事業費、事務費

　　事業費前年比９４．０%、事務費前年比８０．６％となりいずれも前年を下回った。

　　事業費の介護用品費、保健衛生費がコロナ感染防止関係物資の支出ほぼ前年並みとなった。

　　事務費の福利厚生が若干上昇、賃借料の上昇もみられるが概ね費用削減効果が現れている。

　　賃借料については、リース物件（厨房機器、業務用洗濯機）が反映している。

　３）　減価償却費、国庫補助金取崩額共にほぼ前年並。

　４）　区分間繰入

　３　繰越活動増減

　１）当期活動増減差額は、２，３００万余の赤字計上。

　２）　次期繰越活動増減差額は、総額３７，２００万余で前年度の繰越活動差額５．８％の減少

　　　　となった。
Ⅲ資金収支計算書
　１　固定資産取得支出は非常ドア取替と、職員用トイレ改造費を計上。大型備品は資産を避け
　　　リースとした。
　２　当期末支払資金残高は２１，１００万余、前年度の資金残高４.７％の減少となった。
Ⅳ貸借対照表
　２　前年度比較で、権利、基本金、移行時特別積金以外は資金の減少に伴い低下した。
　３　減価償却累計額は貸借対照表外表記とし別枠で表示した。
Ⅴ財務三表の整合性について
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７月  

ボランティア活動日誌 ２０２２年５月 

 月 日 氏   名 所  属 作  業 

17 日（火） あじさいの会 西区社協 2 名 つくろいもの 

５月ボランティア総数  ２名 

 

ボランティア活動日誌 ２０２２年６月 

 月 日 氏   名 所  属 作  業 

21 日（火） あじさいの会 西社協 2 名 つくろいもの 

６月ボランティア総数  ２名 

 

 

たくさんの方からご寄贈、ご寄付

をいただきました。個人名を記載

していますので、ホームページ上

では割愛させていただきます。  




